
 

 

東日本大震災 復旧支援活動 報告書 

（岩手県 山田町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成：(社)鳥取青年会議所 川上 和彦 

２０１１年５月４日から８日にかけての、東日本大震災に対する現地復旧支援活動の報告です。 

                                                                               

実施日：２０１１年５月４日～８日（実活動６日、７日） 

実施メンバー：鳥取ブロック内２ＬＯＭより５名 

   鳥取青年会議所：今井敏明（監事）、有本由紀子（財務担当）、右近 泉、川上和彦 以上４名 

   倉吉青年会議所：長谷川暢宏（直前理事長） 

使用車両：ステップワゴン／一台 

延べ走行距離：約３，０００km 

総費用：約８万円 

   （有料道路については鳥取県の支援により免除 鳥取―岩手間 約２万１千円分／片道） 



内容 

   山田町の支援ボランティア 

    ・周辺の様子 

・施設の様子 

    ・受付 

    ・作業について 

    ・感想 

資料 

・鳥取―岩手間のルート 

・花巻市（ホテル拠点）－山田町のルート 

・各種掲示物 

・応援メッセージ 

     ・営業をしている店舗 

     ・ニーズ票 

     ・スケジュール 

     ・山田町関連情報 

 

 

 

 

 

 

 

 



山田町の支援ボランティア 

岩手県下閉伊郡山田町（Googleマップ） 

 

山田町のボランティアセンター 

（地図中のＡポイント） 

岩手県山田町Ｂ＆Ｇ海洋センター  

岩手県下閉伊郡山田町船越９地割-１０-１ 

 

  周辺の様子 

 国道４５号線を海岸線沿いに車を走らせていると、

ついに山田町災害ボランティアセンターの看板が見

えてきました。そこを右折し真っ先に出迎えてくれるの

が２匹の鯨でした。その後、右手には鯨と海の科学館

が見えてきます。この辺りには、山田町から集められ



たガレキ、鉄クズ、木材が大まかに分けられ大きな山を

形成していました。 

 このあたりのガレキ運搬している車両からは、時折荷

台から荷物が落ちる場合があるので、運転をする際に

は十分な車間距離が必要かと思われます。路面も一

部アスファルトのない部分もありますので注意が必要

です。 

 ここを通行するときに左手のほうに山田湾とオランダ

島が目に入るのですが、まるで地震と大きな津波の気

配すら感じさせないくらい穏やかな湾でとてもきれいな

ところです。 

 ボランティアセンターは小高いところにあります。一段

低い隣接地には「介護老人保健施設シーサイドかろ」

がありますが、そこでは津波による被害が甚大で残念

ながら多くの方がお亡くなりになったそうです。その被

害の甚大さを今でも物語っているものが施設の屋上に

残っていました。それは無造作に残ったポルシェ。 

 個人でボランティアに参加している方の中には、ボラ

ンティアセンターの裏手にあるオートキャンプ場を利用

している人もいます。 



施設の様子 

 まず到着をして目を引いたのは入り口付近にある

桜の木でした。先ほどまで目にした様子とは逆に春

の訪れを知らせてくれる穏やかな風景でした。 

 施設前には、ボランティアセンターを運営されてい

る社会福祉協議会の方、ボランティア参加者、そして

作業を行う現地への送迎バスなどの車両が並んでい

ました。９人乗りのハイエースのナンバーを見ると「札

幌 わ」となっており、支援の輪が広域にわたってい

る一端を垣間見ることができます。 

 ここでもボランティアセンターの看板が目に飛び込

んできます。先ほどの案内用看板とこの入り口にある

看板は、盛岡青年会議所からのものだそうです。 

 この入り口付近にタンクや水道などが写真に写っ

ておりますが、作業が終えたときにこちらで洗浄を行

います。ボランティアセンターから様々な備品をお借

りできますが、必ずここで洗浄消毒をしてからの返却

となります。津波の際に様々な砂泥を含んだもの、さ

らに下水処理関係のものも混ざっている可能性があ

るということで、衛生面や感染症などを未然に防ぐた

めにきっちりと行われています。 

 施設の外観図は下の図を参考してください。 
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受付 

 受付は、８時３０分より始まります。受付箇所は２つあり

始めて登録を行う方、そして２回目以降の方に分かれま

す。団体名、個人名、連絡先などを記入。そしてボラン

ティアセンターのステッカーを頂き、日付と名前の記入

を行います。ボランティアであることの証明と災害にあっ

た場合の身元が分かるようにするためのものだと思われ

ます。写真の日付が５月６日のみの表記になっていま

すが、「５／３～９」のように期間を表記するようでした。 

 受付が終了するとしばらく時間があるのですがその間

に「ニーズ票」を見ておきます。ここには現地でどのよう

なボランティア作業を要望されているのかが掲示されて

います。１名から３名程度のもの、５名程度のもの、団体

などに分かれていました。午後からの作業の受付は１３

時ごろからという表示がありました。 

 主だった内容としては、少人数のものは個人宅へ伺い

様々なお手伝い、団体は施設周辺の管理・運営のお手

伝いのようでした。しかし内容は日々刻々と変わってい

ますので、現地にて確認をお願いします。 

 受付終了後しばらくすると、ボランティアセンターの方

の挨拶が始まり、状況とこれからの流れの話があります。

その後、先ほどの「ニーズ票」に従いチームが編成され

ます。「Aさんのお宅、泥のかきだしおよび食器の洗浄、

男性２名、女性１名。誰かお願いします」という掛け声に

応じ、参加者の方たちが挙手をして編成を行うという形

です。初日は要領を得ず、青年会議所５名の形にこだ

わってしまい出遅れてしまいました。結果としては、形に

こだわらず様々な方と合同でチーム編成を組むのが望

ましいようです。 

 今回私たちも二つのチームに別れ、他のボランティア

の方と混合で現地へ向かいました。 

 チーム編成が終わると次はオリエンテーションです。

先ほどのチームの中からリーダーを決めニーズ票の確

認、チームメンバーの登録、リーダーの連絡先そして現

地での基本的なルールについての確認を行います。尚、

現地において危険なものを発見した場合はおよその場

所とどんなものがあったのか報告をしてください、とのこ

とでした。ちなみに危険物の代表的なものはプロパンガ

スのようです。 

 続いて現地へ向かう車両についての確認を行います。



自分たちの車で現地に向かうのか、ボランテ

ィアセンターの車両を利用するのかというも

のです。ボランティアセンターの車両を利用

する場合は配車をしていただき、どの車に乗

るのか確認を行います。 

 車両の手配が済むといよいよ現地へ向かう

ための準備に入ります。一度外へ出て建物

の左奥へ向かうと備品の受付場所がありま

す。そこではヘルメット、手袋、マスクのような

ものからスコップや一輪車のようなものまで

作業で必要なものを借りることができます。 

 



 



作業について 

＜５月６日＞ 

 初日は２チームに分かれての作業となりました。片方のお宅ではすでに何度かボランティアの方

が来られていた様で、ボランティアの要請最終日だったようです。大変お話をされるのが上手な方

だったようで、作業の時間と一緒にお話をしていた時間を比べると・・・・、というくらい陽気な方だっ

たそうです。作業の内容としては家具・備品・おもちゃの洗浄などが中心だったようです。 

 前日に盛岡市内でたまたま知り合ったご夫婦がいました。そのご夫婦は、阪神大震災のときにボ

ランティアの方に大変お世話になったそうで、この度ボランティアにこられたということでした。しか

し、思っていた以上の仕事ができず、トイレ周りの清掃程度で大変残念そうでした。 

 この出会いがあったので私たちはボランティアの作業に特化する、あるいは作業に過剰な期待

をかけることはやめておりました。すでに他LOMの報告にもありましたが、現地の方とのコミュニケ

ーションをとり、少しでも笑顔に繋がるようにしようということにしておりました。 

 もう１チームのお宅ですが、こちらはホタテ貝の稚貝を購入し、養殖を行うという職業をされてい

る方でした。男性３名（JC２名と北海道の男性）、女性２名（JC１名と三重の女性）に分かれての作

業でした。男性は、こちらのお父さんの指示に従い屋内の清掃作業を行いました。女性は、お母

さんの指示の下、きれいに洗いあがった食器をふき取り新聞にくるみ、それを片付けていくという

作業でした。 

 屋内の様子は、すでに畳は外に出されていたので床板がむき出しの状態だったのですが、足元

には砂と泥とゴミが入り混じった状況のものが残っていました。部屋の奥には水たまりができている

場所もありました。まず取り掛かったのは、押入れに溜まっている砂の掻きだしを行いました。北海

道の男性は、前日にもこちらのお宅で作業されており、前日の続きでお風呂場とトイレの清掃をさ

れていました。ボランティアに参加できるのが今日で最後だということで「今日こそはきれいにして

帰るぞ！」と気合が入っておりました。 

 はじめの内は要領を得ず、目の前の仕事に追われておりましたが、どうやら天井まで浸水してい

るようでしたので、上から順に汚れを落としていくことにしました。主に砂とゴミの付着ということでは

じめにブラシで大まかなゴミのブラッシングをし、雑巾で拭き上げ。いきなり直接雑巾で拭いてしま

うと、砂が間に噛みサンドペーパー状態になり傷が入るのと、湿気を帯びるとなかなか砂の除去が

難しいことが分かりました。少しでも明るい日差しが家に入り、少しでも気分が晴れるようにと心を

込めながら、津波の爪あとが伺い知れる窓もきれいに拭き上げました。 

 各自が一生懸命に作業をしているために、時間の経過がすごく早かったです。９時に現地入りし、

１０時半ごろに小休憩、１２時までに一度ボランティアセンターまで帰宅し昼休み。１３時から午後

の作業を開始し、１４時３０分ごろ小休憩、１６時にはボランティアセンターに戻り作業報告。 

 ボランティア作業が終わる頃には、翌日もボランティアの派遣が必要か確認をとります。人数（男

女別）、作業内容、道具として必要なものを確認し、ボランティアセンターへ戻ったときの作業報告

時に明日もボランティアが必要である旨を伝えます。 

＜５月７日＞ 

 ２日目は、私たち５名と昨日の女性と静岡の男性１名の計７名で、昨日の養殖業のお宅へ向か

いました。作業内容は、昨日の続きの食器の洗浄、宅内の清掃、半地下の倉庫の清掃、入り口に

ある壊れたシャッターの一部取り外しを行いました。食器類については、数が多くいつになれば終

わるのだろうかと思うほどの量がありました。倉庫の清掃作業においては、照明器具がない中での



作業という点とヘルメットがある

ために天井に頭を何度もぶつ

け、中腰での作業で苦戦をしま

した。また、排水溝に泥がつま

り水が溜まってしまうというハプ

ニングも起こりました。宅内の作

業では、台所に場所を移しての

作業となりました。昨日と異なり

砂というよりも泥のようなものの

付着で収納棚のふき取りに大

変苦戦しました。 

 作業の合間にこちらのお父さ

んといろいろお話をする機会が

ありました。鳥取から２０時間を

かけてこちらに来たことを伝え

ると、遠くから来てくれてありが

とう。わしも３２時間かけて若い

頃ここに帰ってきたことがあると

話されていました。若い頃には

静岡県の清水港の市場でお仕

事をされていたようで、まだ高

速道路がなかった時代だった

ために、海岸線沿いに帰ってき

たそうです。 また、この商売を

継ぐことになった経緯やホタテの稚貝の仕入れ値が高くなるだろうという危惧、個人だけでの再建

は難しいから仲間と一緒になってやっていくしかないと言われていました。 

 （社） 三原青年会議所の「東日本大震災 復旧支援活動 第一弾 報告書」に休憩の際に「缶

コーヒー（冷蔵庫は壊れている）と、お茶菓子まで出して頂きました。旦那さんは一日におかず一

品しか食べていないと言っていたのに、とてもありがたいことです」と報告がありましたので、地元の

茶菓子を持っていきました。今年はウサギ年ということと出雲大社にもゆかりのある物語の茶菓子

にあやかり、多くの人と人の縁を取り持ち、ボランティア先の方と次に来られるボランティアの方とよ

り良い絆を取り持てますようにという思いを込めて・・・。 

 ボランティアセンターの運営ですが、実はこちらも三重県と静岡県の社会福祉協議会の方がボラ

ンティアでこられて地元の山田町社会福祉協議会の補佐をしておりました。また、現地への送迎

は中長期滞在のできる一般ボランティアの方がされていました。車両にはナビが付いていますが、

道路がナビ通りに進めない場所もあり現地に向かうまでに戸惑うような場面もあります。また、ボラ

ンティアセンターでは、作業時に必要な物が出てきた際、作業報告時に申請します。報告後、物

品の手配の段取りとしては、まず、山田町社会福祉協議会において予算をとり、地元、周辺地域、

県内、他地域と徐々に範囲を拡大しつつ、地元にできるだけお金が落ちるような工夫をされている

そうです。 



 今回の支援活動全体の感想 

 まずは、多くの方に感謝申し上げたいと思います。今回の支援活動に当たり多くの方からご協力

を頂きました。中国地区協議会および鳥取ブロック協議会をはじめとする鳥取青年会議所・倉吉

青年会議所の皆様、往復の有料道路の免除支援をしていただいた鳥取県、山田町社会福祉協

議会の阿部様、ボランティアを通じて知り合った皆様ありがとうございました。 

 いま、山田町におけるボランティアの状況はようやく動き出したという感じです。山田町役場より

現在ボランティア派遣の周知が徐々に住民の皆様に広がり始めたところだということです。残念な

ことに５月３日には１２０人ほどのボランティアの方がお見えになられたそうですが、ボランティアを

希望されるお宅の数のほうが少なく、２／３の方には辞退してもらったそうです。今後は、ボランティ

ア派遣の依頼件数と、ボランティア参加者の人数の逆転現象によるミスマッチが懸念されていま

す。 

 私的な感想ですが、多くの方は高速道路を使い東北の地へ来ていると思います。各地ボランテ

ィアセンターの情報が、高速道路上のサービスエリアおよびパーキングエリアにおいて情報共有

ができる状況であれば、内陸から三陸海岸へ向かうまでの間にさまざまな選択が可能だと思いま

す。一方ではボランティアの数が飽和し、一方では不足をしているこの状況を少しの工夫で改善

できるようであれば是非お願いしたいと思いました。 

 最後に被災された皆様の笑顔がいつまでも続くように願い応援を続けたいと思います。 

  

 

 なお、この度はボランティアセンターでプライバシーの配慮と被災地の写真は取らないで下さいと掲示があっ

た為、作業時の写真は控えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料関連 

鳥取―岩手間のルート 

  

往路 

鳥取自動車道（作用ＪＣＴ）―中国自動車道―名神高速（米原ＪＣＴ） 

－北陸自動車道（新潟中央ＪＣＴ）―磐越自動車道（郡山ＪＣＴ）－東北自動車道（盛岡） 

復路 

東北自動車道（花巻南）―磐越自動車道（郡山ＪＣＴ）－北陸自動車道（新潟中央ＪＣＴ）―名神高速（米原ＪＣＴ）

―中国自動車道―鳥取自動車道（作用ＪＣＴ） 

片道約１２００キロ。 

往路では約１８時間。鳥取を１３時半に出発。京阪神において渋滞に巻き込まれた。米原ｊｃｔ以降は込むことが

なく走行できた。 

復路では１５時間。花巻南インターを２０時に発。京阪神の渋滞する時間帯に入る前に通過できた。 

 

 

 

 

 



花巻市（ホテル拠点）－山田町のルート 

国道４号線－２８３号線（遠野市経由）－釜石市経由―国道４３号線 

国道４号線－２８３号線（遠野市経由）－県道３５号線（大槌町付近）―国道４３号線 

 
 上記の２路線が主なルートになる。県道３５号線は山道で、

坂道およびカーブが多いが通行量と信号がないため時間を把

握しやすい。約２時間半。 

 釜石市経由の場合、新日鉄釜石工場があるなど、ボランティ

アと通常の生活渋滞、そして信号機能麻痺による渋滞が重複

するので渋滞を避けられない。 

 また、自衛隊、警察関係車両なども多く通行しているので渋

滞気味になり、予定時刻よりも時間がかかる場合がある。この

国道２８３号線は、遠野市を基点に陸前高田・大船渡市方面へ

と釜石市・大槌町・山田町方面と重複している。 

 遠野市までは日常の都市機能がほぼ回復しているので、コ

ンビニなどで朝食、昼食などの調達、ホームセンターで必要な

ものを調達することができる。 

 

 



各種掲示物 

 

 



応援メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 



営業しているお店 

山田町のスタンド 

一時は購入制限があった。 

２店舗が営業している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         山田町 コンビニ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大槌町 コンビニ 

 

 

 

 

 

 

 

 





12:00 倉吉市発
13:00 鳥取市 合流
13:30 河原　 合流
14:00 河原発

鳥取自動車道
中国自動車道

17:00 西宮名塩ＳＡ 夕食
17:30 西宮名塩ＳＡ発 ＧＡＳ

名神高速
20:00 黒丸ＳＡ 休憩

北陸自動車道
22:30 尼御前ＳＡ 休憩
23:00 尼御前ＳＡ発 ＧＡＳ
1:00 名立谷浜ＳＡ 休憩
1:20 名立谷浜ＳＡ発 ＧＡＳ

磐越自動車道
3:00 阿賀野川ＳＡ 休憩
3:20 阿賀野川ＳＡ発

東北自動車道
4:30 安達太良ＳＡ 休憩
4:50 安達太良ＳＡ発 ＧＡＳ
6:30 金成ＰＡ 休憩
7:00 金成ＰＡ発
8:00 盛岡ＩＣ　到着

花巻　　到着 ホテルへ
（１０時に山田町ＶＣへ確認の連絡）

19:50 花巻南ＩＣ
東北自動車道

20:20 前沢ＳＡ 夕食
21:05 前沢ＳＡ発 ＧＡＳ
23:00 福島市ＩＣ 通過
23:20 安達太良ＳＡ 休憩
23:50 安達太良ＳＡ発

磐越自動車道
0:15 猪苗代湖付近 通過

北陸自動車道
1:40 黒崎ＳＡ発 休憩
3:00 名立谷浜ＳＡ 休憩
3:15 名立谷浜ＳＡ発 ＧＡＳ
4:40 金沢森本ＩＣ 通過
6:00 刀根ＰＡ 休憩
6:30 刀根ＰＡ発 ＧＡＳ （携行缶20Ｌ）

名神自動車道
7:20 大津 通過
7:40 吹田ＪＣＴ 通過
8:00 西宮名塩ＳＡ 朝食
8:45 西宮名塩ＳＡ発 ＧＡＳ
9:40 佐用ＪＣＴ

鳥取自動車道
10:00 河原到着

宇部神社へお礼参り

5月8日

鳥取ー岩手の流れ（約１２００ｋｍ）

5月4日

5月5日

5月7日



5:00 ホテル（花巻市） 発 国道４号
6:00 遠野市 通過 国道２８３号

県道３５号
大槌 国道４５号

7:00 道の駅　山田 時間調整
7:30 ボランティアセンター 到着
8:30 受付開始

予想以上にスムーズに到着。県道３５号線の山道が、苦難
思った以上にカーブがきつく、道幅が狭い部分がある

16:40 ボランティアセンター 発 国道４５号
17:10 釜石市 通過 国道２８３号

仙人峠道路
18:40 遠野市
19:40 花巻市 着 国道４号

釜石市経由を利用。釜石市内の一部で信号が機能していない。
警察の方の手信号。大渋滞に巻き込まれる。
仙人峠道路まで着て、ようやく渋滞緩和。

ＶＣまでの距離

6:00 ホテル（花巻市） 発 国道４号 110ｋｍ
6:30 遠野市 通過 国道２８３号 82ｋｍ

コンビニ 朝食・昼食の購入
6:45 コンビニ 発
7:10 遠野市街地 60ｋｍ
7:20 県道３５号 52ｋｍ
8:00 大槌 国道４５号 15ｋｍ
8:30 ボランティアセンター 到着・受付

時間の予想が立てられる県道３５号線を利用。
この日は、機動隊の車両バス１０台程度あり渋滞気味。
陸前高田・大船渡方面と釜石方面へ向かっていたようだ
到着がぎりぎりになってしまった。

16:40 ボランティアセンター 発 国道４５号
17:00 大槌 通過 県道35号
17:45 遠野市　国道２８３号　合流 国道２８３号
18:50 花巻市

花巻市内　銭湯へ 着 高砂湯
遠野市で、機動隊の車両バス渋滞に遭遇。

5月6日

ホテルーボランティアセンター間の流れ

国道２８３号（釜石方面）と県道３５号分岐点

5月6日

5月6日

5月7日



6:00 出発 花巻市
8:30 受付
9:00 作業
10:30 休憩
10:35 作業
12:00 昼休み
13:00 作業
14:30 休憩
14:35 作業・備品返却
16:00 報告
16:40 移動
19:00 到着 花巻市

8:30 ボランティアセンター 受付
9:30 現地到着 作業開始
10:30 小休憩
11:40 午前の作業終了 迎えのバス到着

ボランティアセンターにて昼食
13:00 ボランティアセンター 発
13:30 現地到着　 作業開始
14:30 小休憩
15:30 午後の作業終了
16:00 ボランティアセンターにて作業報告

初回登録を行う。必要な備品はＶＣにて借りられる。
作業報告の前に備品の洗浄消毒を行う。
作業に必要な携帯品、作業後のケア用品をもらえる。

8:30 ボランティアセンター 受付
9:15 現地到着 作業開始
10:30 小休憩
11:45 午前の作業終了 迎えのバス到着

ボランティアセンターにて昼食
12:45 ボランティアセンター 発
13:00 現地到着　 作業開始
14:15 小休憩
15:30 午後の作業終了
16:00 ボランティアセンターにて作業報告

２回目ということでスムーズに受付が行われた。

ボランティアの主な動き

山田町

5月6日

5月7日



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

             山田町関連情報 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  

山田町役場 災害対策本部情報 

行政としての山田町の最新の状況（町民へ向けての）をつかめます 

http://www.town.yamada.iwate.jp/ 

  

山田町ボランティアセンター 公式ブログ 

http://videog.jp/view.php?yamada&v 

  

 グーグルマップ 

ボランティアセンターの住所 Ｂ＆Ｇ海洋センター 

検索 → 岩手県下閉伊郡山田町船越９地割-１０-１ 

http://maps.google.co.jp/ 

 

山田町観光協会 公式ブログ 

震災前の情報も含まれていますが、入浴できる場所、 

スーパーの移動販売、仮設販売など地元の情報が幾分かつかめます。 

http://yamada-kankou.seesaa.net/category/8602951-1.html 

   

山田町観光協会 

現在の山田町の写真をアップしてくれています 

http://www.yamada-kankou.jp/ 

   

自衛隊第２師団の活動状況 

山田町の活動もされているようです。 

http://www.mod.go.jp/gsdf/nae/2d/kuniwomamoru/saigai/tohoku/touhoku_index/touhoku_index.html 

  

ミクル 復興支援掲示板 

行政など情報を見やすい形で分類をしてくれています 

http://mikle.jp/ganbare/listp/70/ 

   




